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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月31日(2013.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主要エラストマーとして、下記を含む少なくとも１種のブロック熱可塑性エラストマー
を含むことを特徴とするエラストマー組成物：
　(1) 25000g/モル～350000g/モルの範囲の数平均分子量および－20℃以下のガラス転移
温度を有する“ポリイソブチレン”ブロック；
　(2) 前記“ポリイソブチレン”ブロックの少なくとも１末端における、スチレンまたは
インデンモノマー以外の少なくとも１種の重合したモノマーから製造され、そのガラス転
移温度が100℃以上である熱可塑性ブロック。
【請求項２】
　前記“ポリイソブチレン”ブロックが、前記“ポリイソブチレン”ブロックの質量に対
して0.5質量％～16質量％の範囲の、ポリマー鎖中に挿入された１種以上の共役ジエン由
来単位の含有量を有する、請求項１記載のエラストマー組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、板状充填剤を含む、請求項１又は２記載の組成物。
【請求項４】
　膨張ガスに対して不透過性のエラストマー層を備えたインフレータブル物品であって、
前記エラストマー層が、請求項１～３のいずれか１項において定義したとおりのエラスト
マー組成物から形成されていることを特徴とするインフレータブル物品。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１項において定義したとおりの組成物から形成した気密エラス
トマー層を、製造中の前記インフレータブル物品中に組込むかまたは製造後の前記インフ
レータブル物品に加えることを特徴とする、インフレータブル物品を膨張ガスに対してシ
ーリングする方法。
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【請求項６】
　最初の工程において、前記気密エラストマー層を、この層を空気式タイヤの残りの構造
体で被覆する前に、構築用ドラム上に直接形成させる、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　インフレータブル物品における膨張ガスに対して不透過性の層としての、請求項１～３
のいずれか１項において定義したとおりのエラストマー組成物の使用。
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